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第2版刊行にあたって

　本書の初版が出版されてすでに8年が経過しました．初版のまえがきでも述
べましたが，本書は「システム」という概念を柱に，経営情報システムに関連
する主要なトピックを初学者にわかりやすく解説するテキスト（教科書）として
執筆されたものです．「システム」という概念は，多くのものに適用可能な汎
用性のある抽象度の高い概念ですので，今日のような情報技術を取りまく状況
が目まぐるしく変化する中であっても，10年程度の時間の経過で陳腐化する
ようなものではありません．しかし，さすがに8年という時間を経て，本書に
も時代の変化に合った改訂を必要とする部分が出てきました．特に，技術的な
側面に比重を置いた一部の章は，大きな書き直しが必要となりました．
　今回，初版の全般にわたって最新の技術動向に合わせた更新を必要とする部
分に手を加えるとともに，2つの章を削除し，「経営情報システム」の教科書
として使いやすいものにするための試みを行いました．以下，削除した章と，
その理由について述べます．
　初版にあった「情報セキュリティ」の章は，今回の改訂版で削除しました．
理由は，初版で扱っていた「暗号システム」を取り巻く技術的状況の変化です．
現在の暗号システムの中心的な暗号アルゴリズム（RSA暗号系）は，量子コン
ピュータの普及によって近い将来，他の暗号システムに取って代わられるとい
われています．新しく使われる暗号システムの仕組みは，本書の1つの章を割
いて解説するには専門的すぎると思われます．よって，今回の改訂版では削除
することにしました．
　初版にあった「情報倫理」の章も，今回の改訂版で削除しました．理由は2
つあります．1つには，情報倫理が問題としている情報技術と倫理との関係は，
「技術者倫理」という応用倫理学の中で論じられ，1つの学問分野として確立
したものとなっているからです．その結果，情報倫理を含めた技術者倫理につ
いてより深く学ぶ機会は他に多く存在します．例えば，多くの理工系の大学に
おいて技術者倫理，あるいはそれに類する科目が必須のものとしてカリキュラ
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ム中に設置されています．
　もう1つは，情報技術をとりまく倫理的な側面が，今後大きく変化すること
が予想され，「経営情報学」の1つのトピックとして他と並べて取り上げるに
は適さないと考えたからです．ここ数年の情報技術の発展に伴い，AIや仮想
通貨，ブロックチェーンなどの分散型技術が今後急激に浸透することが予想さ
れます．特に，自動運転技術の製造者責任の問題や，チャットボットによる偽
情報生成の問題など，AIがもたらすさまざまな倫理的なリスクが懸念されて
います．これらは，今後数年で大きく変化する可能性を有しているため，この
種の問題について学びたい場合には，最新の情報にアクセスすることが必要と
考えられます．よって，今回の改訂版では削除しました．
　以上，2つの章を削除した結果，今回の改訂版は8章から構成されています．
今回の改訂作業は，第1〜4章をおもに柴が，第5〜8章をおもに水上が担当し
ました．初版を教科書として使用する中で，さまざまな助言や意見をいただい
た学生諸氏，筆者らの同僚に感謝します．本書が初版に比べて優れたものに
なったのは，皆様のおかげです．もちろん，本書に依然として残る欠点や不備
があるとすれば，その責任は我々筆者らにあります．最後に，初版時と同様，
本書の執筆にご助言いただいた日科技連出版社の木村修氏に御礼申し上げると
同時に，ここに名前をあげることのできないすべての方々に対して，感謝の意
を表します．

　2024年2月
向春の習志野にて　

柴　直樹，水上祐治　
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初版のまえがき

　本書は，大学の学部1年生，2年生の段階で「経営情報システム」について
初めて学ぶ人を想定して書いたものです．大学の課程の中で経営情報システム
について学ぶ機会を持つのは，商学部，経営学部，経済学部といった，いわゆ
る「文系」の学部に在籍している学生が多いと思いますが，本書では，これら
の学部のみならず，工学部や理学部といった，いわゆる「理系」の学部に在籍
していて，経営や情報システムといった分野に興味のある学生も読者として想
定しています．
　経営や情報システムといった分野への取り組みにはさまざまな方法がありま
すが，本書は，いわゆる「文系」や「理系」の枠を越えて，経営，情報といっ
た対象について学べるように書かれています．経営や情報は多くの側面を持つ
ので，学ぶべき内容も多岐にわたりますが，単なるトピックスの寄せ集めでは
なく，全体を貫く鍵となる概念を設定しています．それは「システム」と呼ば
れるものです．詳しくは本書で学びますが，システムという概念は，多くのも
のを包括するとても強力なものです．本書では，このシステムというキーワー
ドを柱に，経営や情報についてさまざまな面から取り組んで行きます．
　本書は，質問とそれに対する回答という形式で書かれていて，いわゆる学術
書や専門書とは異なるスタイルをとっています．このようなスタイルを採用し
たのは，初めて学ぶ人にとって，さまざまな質問に答えていくという形式は自
然なスタイルであると考えたからです．本来，私たちの知識や理解は，一方的
な情報伝達によって得られるものではありません．複数の人間の間での質疑や
討論を経ることで，深い理解に到達できます．みなさんが高校まで学んできた
ことは，あたかも万人に認められた事実として，教師から生徒に伝達されるこ
とが多かったと思います．しかし，経営情報システムが扱うのは，人間や経営
上の複雑な問題です．この種の問題には，さまざまな見方や解決方法が考えら
れ，唯一の正解というのはありません．直面している問題について，「なぜそ
のような手段で解決をするのが望ましいのか」，「なぜそれが望ましいと考える
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のか」を説明して説得する必要に迫られることがしばしば起こります．場合に
よっては，複数の人間による討論が欠かせないこともあります．本書で質問と
それに対する回答という形式を用いているのは，このような理由からです．
　加えて，回答にあたっては，図やイラストも併用しますが，できる限り自然
言語による文章で答えるというポリシーで書いています．それは，言葉がもつ
「抽象化」の機能を重視したいからです．詳しくは本書の第1章で説明します
が，抽象化は広く遠くまで見通しがきく思考力の育成に不可欠なものです．言
葉のもつ大切な機能の一つが，この抽象化です．図やイラスト（イメージ）を多
用した資料は，短い時間で直感的な理解を獲得するには有用ですが，反面，こ
のようなイメージを媒介にした知識の伝達では，言葉の持っている抽象化の側
面を切り捨ててしまうことになります．文章を主体に回答するのは，新しい理
論を深く考えながら学んでもらい，将来まで見通しがきく思考を獲得するため
に必要だと考えるからです．
　本書は全10章で構成されています．第1章では本書のテーマである「経営情
報システム」の定義と，本書を貫く鍵となる概念であるシステムについて述べ
ています．したがって，すべての読者に，第1章を最初に読んでいただきたい
と思います．また，第2章以降でどのような内容を扱い，どうしてそれらが必
要なのかについても，第1章の中で述べています．第2章以降については，読
者の興味に従って，自由な順序で読むことができます．また，講義テキストと
して使用する場合も，講義科目の目的と，教員の考えにもとづき，第2章以降
の内容を自由に組み合わせて使用することができると思います．
　本書の大部分は，筆者の一人である柴が2011年8月から2012年8月にかけて
海外派遣研究のため主に英国に滞在している間に，研究活動の合間を見て書い
たものです．それらは，その後，柴が在籍する大学における経営情報システム
に関する講義の資料として使用されてきました．さらに，2015年よりもう一
人の筆者である水上が共同で同じ講義を担当することになったことから，企業
においてシステム開発やプロジェクトマネジメントの実務的な経験をもつ水上
が新たに著者として加わりました．第8章は柴が作成した資料をもとに，水上
が加筆修正を行い，第9章は水上が今回新たに作成したものです．他の章（第1
〜7章，第10章）については，上述の資料をもとに，今回，柴が加筆修正しま
した．
　本書の執筆に際しては，多くの方々からご助言やご協力をいただきました．
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　また，本書に記した筆者らの世界観の形成は，多くの方のご指導によってい
ます．個別にお名前をあげるには，その数があまりにも多すぎます．一部の方
にとどめる点，ご容赦ください．まず，柴にシステムの理論を教授していただ
いた，高原康彦先生（東京工業大学名誉教授）に心より御礼を申し上げたいと思
います．また，ご自身の著作からの図の転載を快諾していただいた飯島淳一教
授（東京工業大学），一部の章に関してそこに盛り込むべき内容に柴が逡巡して
いた際，ご助言と情報提供をいただいた齋藤敏雄教授（日本大学）に，この場を
借りて御礼を申し上げます．加えて，水上にシステム開発の理論を教授してい
ただいた，井田昌之教授（青山学院大学）と大湾秀雄教授（東京大学）に，心より
御礼を申し上げたいと思います．さらに，本書の執筆にご助言いただいた日科
技連出版社の木村修氏に御礼申し上げます．最後に，ここに名前をあげること
のできないすべての方々に対して，感謝の意を表します．

　2016年3月
早春の習志野にて　

柴　直樹，水上祐治　
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【補足資料ダウンロードサービスについて】

　本書の補足資料「第2章の補足（ゲーム理論）」を，日科技連出版社のウェブ
サイト（https://www.juse-p.co.jp/）からダウンロードできます．トップページ
上部のタブ［ダウンロード］をクリックすると，検索画面が表示されるので，
書名もしくはISBNを入力し検索します．
　該当する書名をクリックすると，ダウンロードのボタンが表示されます．

注意事項
　1．�「第2章の補足（ゲーム理論）」の著作権は著者にあります．本資料を無断

で複製・配付等することを禁じます．
　2．�著者および出版社のいずれも，本資料をダウンロードしたことに伴い生

じた損害について，責任を負うものではありません．
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1

第1章

経営情報システムとは何か

　本書のテーマは，「経営情報システム」です．経営情報システムとは何かと
いう問いにまず答えなければなりませんが，その前に，この言葉を構成してい
る3つのキーワード，
　1）　経営（マネジメント）
　2）　情報
　3）　システム
を押さえておく必要があります．まず，この 3 つのキーワードが何を意味する
ものかを考えていきましょう．

1.1　経営（マネジメント）とは何だろう？
　まず，「経営」と「マネジメント」という 2つの言葉の関係について確認し
ておきましょう．「マネジメント」という言葉は，いうまでもなく英語のmanagement
に由来する外来語です．本書では，これら 2 つの「経営」と「マネジメント」
を同じ意味で用います．以降では「経営」に統一することにします．
　「経営」とは何かという問いには，立場によってさまざまな回答がなされま
す．「経営工学」という学問分野で，広く一般的に認められている回答は，次
のようなものです．

　経営とは，何らかの目標（「経営目標」といいます）を達成するために，
「人（ヒト）」，「物（モノ）」，「金（カネ）」，「情報」の 4 つ（これら 4 つを「経
営資源」といいます）を，決められた制約の範囲内で適切に組み合わせて
活動することである．

　「経営」を学び始めて間もない人は，この定義を見てもピンとこないかも知
れません．例を用いて解説しましょう．まずは，みなさんにとって身近と思わ
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れる例をあげます．これは，通常のビジネス（事業）における例とは違います
が，経営とはみなさんの周りの身近な場所にどこにでもあるのだということを
理解してもらうのが目的です．その後，よりビジネス状況を想定した例をあげ
ます．
　例えば，みなさんが誰か大切な人と一緒に 1 週間の旅行に行くことを考えて
ください．「大切な人」とは，みなさんの家族でもいいですし，友人でも構い
ません．旅行に一緒に行って楽しい時間を過ごしたい人を誰か 1人想像してみ
てください．
　旅行の計画を立てる際には，決めなければならないことがたくさんありま
す．目的地，ルート（旅行経路），交通手段，宿泊地や宿泊施設などがそうで
す．これらを決めるに当たって，まずは旅行の目的 1）を決める必要がありま
す．みなさんが想定した「大切な人（以降，A さんとします）」が，「苗場ス
キー場に行きたい」，「札幌に行きたい」，「ロンドンに行ってみたい」といった
ように，明確な目的地をすでに決めている場合，もしその目的地にあなたも賛
同できるならば，手持ちの予算でまかなえるか，日程的に可能かどうかという
より細かい検討に入ることができます．しかし，「特にどこというわけではな
いが，温泉に行ってのんびりしたい」とか，「ヨーロッパを周遊したい」と
いったように，明確な目的地を持っていない場合や大まかなエリアしか決め 
ていない場合はどうしますか？
　A さんが希望する目的地が明確でない場合には，旅行に A さんが何を求め
ているのか，あるいは，あなたが A さんと旅行することで何を得ようとして
いるのかを確認しなければなりません．「特にどこというわけではないが，温
泉に行ってのんびりしたい」という場合だと，「移動にはあまり時間をかけず
に，静かな温泉地にゆっくり滞在して英気を養いたい」とか，「いいお湯に
ゆっくり浸かって，おいしい料理を食べたい」といった希望を具体的に聞き出
したうえで，可能な予算と日程との兼ね合いを考慮して行き先を決めることに
なるでしょう．また，「ヨーロッパを周遊したい」という場合，「ヨーロッパ各
地にある古城を訪ねたい」とか，「ヨーロッパの鉄道にたくさん乗ってみた
い」，「ヨーロッパ各国の料理の食べ歩きをしたい」といったように，さまざま
な目的が想定できます．いずれの場合でも，ヨーロッパの地理情報をもとに，

1）	 ここでの「目的」は，前述の経営の説明における「目標（経営目標）」とほぼ同じ意味で
用いています．
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第6章

情報システムの開発

　これまでは，情報システムの要素技術である，コンピュータシステム，デー
タベースシステム，情報ネットワークについて学んできました．本章では，こ
れらの知識を使って，実際に情報システムをどのようにして設計，開発するの
かについて学びます．

6.1　�情報システムの開発方法にはどういったもの
があるのだろう？

　多くの場合，「情報システム」あるいは，「経営情報システム」の開発や導入
は，企業や自治体などの経営の改善をめざして行われ，大規模なプロジェクト
として，多くの費用をかけて実行されます．したがって，そのプロジェクトに
は多くの人間が関わり，導入後のシステムからは多くの関係者がその影響を受
けます．ですから，情報システム導入のプロジェクトを効果的に，しかも失敗
のリスクを少なく進めるためにはどうすればいいかというのは重要な問題で
す．精密機械や電気機器のような工業製品の設計に設計法があり，土木工事の
ような大規模なプロジェクトに方法論があるように，情報システムの開発にも
その理論があります．
　ただし，情報システムを取り巻く技術はその進歩が早く，それに合わせて情
報システムそのものに求められる機能についても変化が激しいため，情報シス
テム開発のための方法論も，これまで多くのものが提案され，変化の波にさら
されながら改良が進んできています．したがって，唯一の正解があるわけでは
なく，具体的なシステムの規模やプロジェクトの特徴に合わせて，その都度，
適したものが選ばれて使われるというのが実情です．
　現在，情報システムの設計・開発法の分類として，表 6.1 にあるようなアプ
ローチがよく知られています
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8.6　エージェントベースアプローチとは何だろう？

数理的一般システム理論における階層システムモデルが使用され，世界という
複雑な対象が，階層性を持ったシステムとして表現されています．
　近年，コンピュータ技術の進展と，モデル作成を支援するソフトウェアの開
発にともない，エージェントベースアプローチと呼ばれるシミュレーション手
法が注目を浴びています．次の節で，この手法について説明します．

8.6　�エージェントベースアプローチとは何だろう？
　すでに述べたように，社会とは人や世帯，企業などの組織を要素として構成
されるシステムと見なすことができます．社会システムは，これらの要素が互
いに関係し合うことでできています．したがって，社会を構成する要素である
人，企業などがどのように振る舞うのか，そして，それらがどのように関係し
合うのかをコンピュータ上に表現することができれば，社会をコンピュータ上
でシミュレーションすることが可能になります．
　8.5 節で，人口の増加が，システムダイナミクスの技法では微分方程式に
よって表現されるという例を示しましたが，そこでは，社会全体を特徴づける
人口という変数を使ってモデルを作るのであって，一人ひとりの行動に目を向
けてはいません．エージェントベースアプローチでは，このように社会をひと
まとまりの中身の見えない箱として取り扱うのではなく，箱の中に入っている
要素一つひとつに着目してモデルを作ります．例えば，人口の変動に着目する
場合，人が婚期に到達して世帯を構成し，個々の世帯の収入や家族観にもとづ
いて，子供を設けるといったプロセスを表現します．それぞれの世帯が子供を
出生するかどうか，あるいは何人の子供を出生するかどうかは，不確実なイベ
ントです．したがって，モデルでは不確実性を表現するために，ランダムな事
象として取り扱います．死亡についても，自然死や事故死をランダムな事象と
して表現することができます．このように，社会システムを構成する要素をモ
デル化したものをエージェントと呼びます．
　日本では出生率の低下とともに，人口の減少，超高齢化の進行が懸念されて
います．労働に従事できる生産年齢が減少して高齢者が増加すると，税収が減
少すると同時に，医療や年金などの社会保障費が増加して，国家としての社会
の運営に支障が出る可能性があります．どのような税制や社会保障が適切なの
かといった社会設計は，私たちにとって重要な問題です．先ほど述べた人口に
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